
昭
和
五
十
年
法
律
第
三
十
一
号

下
水
道
の
整
備
等
に
伴
う
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
合
理
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
下
水
道
の
整
備
等
に
よ
り
そ
の
経
営
の
基
礎
と
な
る
諸
条
件
に
著
し
い
変
化
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
に
つ
い
て
、
そ
の
受
け
る
著
し
い
影
響
を
緩
和
し
、
併
せ
て
経
営
の
近
代
化
及
び

規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
業
務
の
安
定
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
」
と
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
、
又
は
市
町
村
の
委
託
を
受
け
て
行

う
し
尿
処
理
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
業
を
い
う
。

（
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
に
つ
い
て
の
合
理
化
事
業
計
画
の
承
認
）

第
三
条
　
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
下
水
道
の
整
備
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
り
そ
の
経
営
の
基
礎
と
な
る
諸
条
件
に
著
し
い
変
化
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
に
つ
い
て
、
そ
の
受
け
る
著

し
い
影
響
を
緩
和
し
、
併
せ
て
経
営
の
近
代
化
及
び
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
事
業
（
以
下
「
合
理
化
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
合
理
化
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
合
理
化
事
業
計
画
は
、
下
水
道
の
整
備
等
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
経
営
の
基
礎
と
な
る
諸
条
件
の
変
化
の
見
通
し
に
関
す
る
事
項
、
下
水
道
の
整
備
等
に
伴
う
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
事
業
の
転
換
並
び
に
経
営
の
近

代
化
及
び
規
模
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
、
下
水
道
の
整
備
等
に
よ
り
業
務
の
縮
小
又
は
廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
を
行
う
者
に
対
す
る
資
金
上
の
措
置
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
合
理
化
事
業
計
画
が
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
合
理
化
事
業
計
画
の
変
更
）

第
四
条
　
市
町
村
は
、
前
条
第
一
項
の
承
認
に
係
る
合
理
化
事
業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
合
理
化
事
業
の
実
施
）

第
五
条
　
市
町
村
は
、
合
理
化
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
合
理
化
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
に
対
す
る
資
金
の
融
通
等
）

第
六
条
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
合
理
化
事
業
計
画
に
基
づ
く
合
理
化
事
業
の
実
施
に
関
し
、
必
要
な
資
金
の
融
通
又
は
そ
の
あ
つ
せ
ん
そ
の
他
の
援
助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
の
転
換
に
関
す
る
計
画
の
認
定
）

第
七
条
　
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
を
行
う
者
で
あ
つ
て
、
合
理
化
事
業
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
の
転
換
を
行
お
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
事
業
の
転
換
に
関
す
る
計
画
を
市
町
村
長
に
提
出
し
て
、
そ
の
計
画
が
適
当
で
あ

る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
認
定
及
び
そ
の
取
消
し
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。

（
認
定
を
受
け
た
者
に
対
す
る
金
融
上
の
措
置
）

第
八
条
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
認
定
を
受
け
た
計
画
に
従
つ
て
事
業
の
転
換
を
行
う
の
に
必
要
な
資
金
に
つ
き
、
金
融
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
就
職
の
あ
つ
せ
ん
等
）

第
九
条
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
を
行
う
者
が
合
理
化
事
業
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
の
転
換
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
の
従
事
者
に
つ
い
て
、
職
業
訓
練
の
実
施
、
就
職
の
あ

つ
せ
ん
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
七
日
法
律
第
一
〇
四
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
五
月
八
日
法
律
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
地
方
自
治
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で
の
改
正
規
定
（
別
表
第
一
中
第
八
号
の
二
を
削
り
、
第
八
号
の
三
を
第
八
号
の
二
と
し
、
第
八
号

の
四
及
び
第
九
号
の
三
を
削
り
、
第
九
号
の
四
を
第
九
号
の
三
と
し
、
第
九
号
の
五
を
第
九
号
の
四
と
す
る
改
正
規
定
、
同
表
第
二
十
号
の
五
の
改
正
規
定
、
別
表
第
二
第
二
号
（
十
の
三
）
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
三
第
二
号

の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
七
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
事
項
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条
　
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
都
又
は
都
知
事
若
し
く
は
都
の
委
員
会
そ
の
他
の
機
関
が
処
理
し
、
又
は
管
理
し
、
及
び
執
行
し
て
い
る
事
務
で
施
行
日
以
後
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
特
別
区
又
は
特
別
区
の

区
長
若
し
く
は
特
別
区
の
委
員
会
そ
の
他
の
機
関
が
処
理
し
、
又
は
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
従
事
し
て
い
る
都
の
職
員
の
特
別
区
へ
の
引
継
ぎ
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
法
律
の
附
則
に
お
い
て
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

1



（
政
令
へ
の
委
任
）

第
九
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
た
め
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第
二
項
、

第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日
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